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樋管工事で堤防調査 
堤防‘ｓ Ｈｉｓｔｏｒｙ 
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現在、伊豆の国市南江間の堤防において、松原樋管の改築を含む築
堤工事を実施しています。樋管の改築工事する際は、堤防を開削し
ています。堤防を開削することは珍しく、この機会に堤防がどのよ
うな土でできているかを調べる「堤防開削調査」もしています。 

「堤防開削調査」は、この後、土質試験などをして詳しく調べ、堤防の健全度の確認や維
持管理の計画などに役立てます。 
今の堤防がいつからどのようにできてきたかを最初から全て眼にしてきた人はいないと思
いますが、今回、この堤防の断面を見て、永い歴史、年代を経て今の堤防が出来上がった
ことを改めて感じました。（著者の感想） 

樋管改築のため開削中の堤防 土が違う！？(触るとよくわかります） 

↑ Ⅰは最初の堤防の土、Ⅱ～ Ⅵは後から足した土 と考えられます。  

下図のE10の写真です 

土の違いをスケッチすると・・・ 

土質試験予定箇所 

小段(平場)の意味 
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